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議場へようこそ！
　白五小３年生が社会科学習の一環
の市役所施設見学にあわせて議場も
見学しました。議員席に着席し、ち
ょっぴり議員の気分を味わいまし
た。（5月25日）
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市
議
会
議
員

〇定数／２４人
〇任期／令和元年７月 10日～令和５年７月９日（４
年間）
　選挙は４年に一度行われます。議員になることが
できるのは 25歳以上の市民で、選ぶことができるの
は 18歳以上の市民です。

会
派

　市政に対して同じ考えや意見を持っている議員が
集まり、その考えを市政に反映させるために活動す
るグループのことで、議会運営上、重要な機能を持っ
ています。

議
長
と 

副
議
長

　議員の中から選挙で選ばれます。議長は議会を代
表し、会議を円滑に進める大切な役割を持っていま
す。副議長は、議長が不在のときに代わりを務めます。�
　２年に一度改選があります。

Point

2

新新たなたな体制体制でで臨臨みますみます
　７月臨時会が７月15日に開催され、議長、副議長の任期満了に伴う選挙が行われ、議長に筒井孝充議
員、副議長に石名国光議員を選出するとともに、議会運営委員会委員、各常任委員会委員並びに白河地方
広域市町村圏整備組合議員、白河厚生総合病院運営委員会委員、都市計画審議会委員が決まりました。

ご
あ
い
さ
つ

議会の円滑な運営を行うため、議事の
順序や進め方、意見調整を図ります
①議長の諮問に関する事項
②議会の運営に関する事項
③議会の会議規則、委員会に関する条
　例等に関する事項
④意見書・決議に関する事項

議　　　長

副　議　長

筒　井　孝　充

石　名　国　光

議会運営委員会

委 員 長 水野谷　正　則
副委員長 佐　川　京　子
委　　員 吉　見　優一郎

荒　井　寿　夫
根　本　建　一
柴　原　隆　夫
大　竹　功　一
山　口　耕　治

　
市
民
の
皆
様
に
は
、
日
頃
か
ら
市
議
会
活
動
並
び
に
市
政

各
般
に
わ
た
り
ご
協
力
と
ご
理
解
を
い
た
だ
き
心
か
ら
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
度
、
７
月
臨
時
会
に
お
き
ま
し
て
議
員
各
位
の
ご
推

挙
に
よ
り
議
長
の
要
職
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
身
に
余
る

光
栄
で
あ
る
と
と
も
に
、
そ
の
責
任
の
重
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
地
方
自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
対
策
を
は
じ
め
、
少
子
高
齢
化
や
人
口

減
少
問
題
、
自
然
災
害
へ
の
防
災・
減
災
の
対
応
な
ど
、
取

り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
難
局
を
乗
り
越
え
て
い
く
た
め
に
は
、
二
元
代

表
制
の
一
翼
を
担
う
市
議
会
の
果
た
す
役
割
と
責
務
は
大
変

重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
市
議
会
と
し
ま
し
て
も
、
引
き
続
き
、
市
民
の
皆
様
の
声

に
真
摯
に
耳
を
傾
け
、開
か
れ
た
議
会
を
目
指
す
と
と
も
に
、

執
行
部
と
議
会
が
車
の
両
輪
の
ご
と
く
力
を
合
わ
せ
て
、
市

民
福
祉
の
向
上
と
地
域
社
会
の
活
力
あ
る
発
展
の
た
め
に
、

議
員
一
丸
と
な
っ
て
英
知
を
結
集
し
全
力
を
尽
く
し
て
ま
い

り
ま
す
。

　
ま
た
、
議
員
活
動
や
議
員
間
討
議
の
活
発
化
を
図
る
と
と

も
に
、
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
対
応
す
る
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
に
向

け
て
調
査・
研
究
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、
市
議
会

に
対
し
ま
し
て
よ
り
一
層
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

※各会派から選出された方で構成

　　　大竹　　　根本　　　荒井　　　吉見　　　大竹　　　根本　　　荒井　　　吉見
　柴原　　　　水野谷　　　佐川　　　山口　柴原　　　　水野谷　　　佐川　　　山口

市議会議員とは
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新しい委員会・広域圏議会議員等の構成は以下のとおりです

委 員 長 石　名　国　光
副委員長 佐　川　京　子
委　　員 大　木　絵　理

鈴　木　裕　哉
高　畠　　　裕
室　井　伸　一

筒井　孝充 大木　絵理
室井　伸一 北野　唯道

筒井　孝充 石名　国光
藤田　文夫 柴原　隆夫

鈴木　裕哉 大竹　功一
須藤　博之

委 員 長 藤　田　文　夫
副委員長 高　畠　　　裕
委　　員 荒　井　寿　夫

緑　川　摂　生
水野谷　正　則
佐　川　京　子

委 員 長 北　野　唯　道
副委員長 室　井　伸　一
委　　員 戸　倉　宏　一

大　花　　　務
山　口　耕　治

委 員 長 大　竹　功　一
副委員長 大　木　絵　理
委　　員 吉　見　優一郎

根　本　建　一
縄　田　角　郎
石　名　国　光

委 員 長 柴　原　隆　夫
副委員長 鈴　木　裕　哉
委　　員 菅　原　修　一

高　橋　光　雄
須　藤　博　之
深　谷　　　弘

議会報編集委員会

広域圏議員・各委員

市民産業常任委員会

建設水道常任委員会

総務常任委員会

教育福祉常任委員会

議会の活動状況を広く伝えて、
議会に対する理解と認識を深
めるため、議会報を定例会ご
とに発行します。

■白河地方広域市町村圏整備組
　合議員

■白河厚生総合病院運営委員会
　委員

■都市計画審議会委員

地域医療の確保など病院の運営に関
わる重要事項について審査等を行い
ます。

市が決定する都市計画について調査・
審査等を行います。

①市民生活部②産業部③農業
委員会の所管に属する事項の
審査を行います。

①建設部②水道部の所管に属
する事項の審査を行います。

①市長公室②総務部③会計課
④選挙管理委員会⑤監査委員
の所管に属する事項並びに他
の委員会に属さない事項の審
査を行います。

①保健福祉部②教育委員会の
所管に属する事項の審査を行
います。

室井　　大木　　高畠　　鈴木室井　　大木　　高畠　　鈴木
石名　　佐川石名　　佐川

緑川　　荒井　　水野谷　　佐川緑川　　荒井　　水野谷　　佐川
藤田　　　高畠藤田　　　高畠

根本　　石名　　縄田　　吉見根本　　石名　　縄田　　吉見
大竹　　　大木大竹　　　大木

戸倉　　大花　　　山口戸倉　　大花　　　山口
北野　　　室井北野　　　室井

深谷　　須藤　　菅原　　高橋深谷　　須藤　　菅原　　高橋
柴原　　　　鈴木柴原　　　　鈴木

消防、救急医療、ごみ処理、水道用
水の供給等に関する重要事項につい
て審査等を行います。
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　６月定例会が６月17日から30日までの14日間開催されました。
　新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中、低所得のひ
とり親世帯に対する給付金を支給する経費（4,923万４千円）や福島
県沖地震被災住宅の再建支援に要する経費（１億447万３千円）の専
決処分、４月に発生した農産物の凍霜害を受けた農業者を支援する経
費（1,456万６千円）などの補正予算を含む17件について審査し、
いずれも原案のとおり可決、承認、同意されました。
　一般質問は６月23日から３日間行われ、12人の議員が登壇し、市
政全般にわたって議論が行われました（８～13頁）。
　また、市民からの請願３件は採択され、関係機関に意見書を提出し
ました（14頁）。

◇議案第47号（専決処分４/21付）専決処分の承認を求めることについて

◇議案第61号　令和３年度白河市一般会計補正予算（第４号）

◇議案第60号　令和３年度白河市一般会計補正予算（第３号）

・新型コロナウイルス感染症による影響が長期化する中、低所得の子育て世
帯の生活を支援するため「子育て世帯特別支援事業」（ひとり親世帯）　
4,923万4千円

・福島県沖地震被災住宅の再建支援に要する経費　1億447万3千円

新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金　2,525万６千円

補正額６億5,623万５千円、予算総額293億7,371万4千円
　・子育て世帯特別支援事業（ひとり親世帯以外）　　　　　1,504万１千円
　・凍霜害特別対策事業（農作物の凍霜害を受けた農業者）　1,456万６千円
　・強い農業基盤づくり事業（老朽化した農業水利施設の機能診断と保全計画策定）　１億5,040万円
　・生活困窮者生活支援事業（生理用品無償配布）　136万８千円
　・新型コロナウイルス感染症予防対策事業　9,169万４千円

主な議案

　

議
会
運
営
を
ス
ム
ー
ズ

に
行
う
た
め
、
起
立
採
決

の
代
わ
り
に
、
押
し
ボ
タ

ン
に
よ
る
採
決
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
し
た
。
本
会

議
最
終
日
の
30
日
、
教
育

長
の
任
命
に
関
す
る
議
案

で
運
用
さ
れ
、
議
場
の
モ

ニ
タ
ー
に
「
賛
成
23
人　

反
対
0
人
」
と
表
示
さ
れ
、

全
会
一
致
で
同
意
し
た
こ

と
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

◆市長提出議案……17件

◆請願………………３件(P14）

◆報告………………５件

採
決
に

採
決
に

��

押
し
ボ
タ
ン

押
し
ボ
タ
ン

66月月定例会定例会66月月定例会定例会6月定例会

全ての議案の審査結果
は市議会ホームページ
をご覧ください。

議案ピックアップ

霜で枯れてしまった桃（本沼地内）
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　令和２年度の実績で国民健康保険税の減免対象者は15世帯、31人、減免額が108万8,200円
であり、また、介護保険料の減免対象者は５人、減免額が24万7,700円である。

Q

常任委員会審査

●●�議案第51号　白河市固定資産評価審査委員会条例等の一部を改正する条例

●●�議案第50号　白河市東日本大震災による被災者に対する市税等の減免に関する条例の
一部を改正する条例

●●�議案第60号　令和３年度白河市一般会計補正予算（第３号）

●●�議案第60号　令和３年度白河市一般会計補正予算（第３号）

各委員会に付託された議案の審査経過と結果について、主なものを報告します。

　申請書については、市民の利便性の向上の観点からも、原則、押印を省略することとし
て考えている。なお、現在、押印省略とした文書が553件、印鑑を照合するものや契約事
務に関するものなど、押印が必要となる文書が64件である。

　市民課窓口のマイナンバー手続きの待ち時間を利用して、マイナポイントの申請
方法などをモニターでの動画により啓発していく。

　凍
とうそうがい

霜害により例年以上に対応が必要となった作業や資材等に対し
て支援を行うものである。また、災害への備えとして、収入保険や
農業共済の制度周知について共済組合や農協と連携し、農業者向け
研修会等を通じて支援していく。

「押印廃止の考え方」について

マイナポイント申込啓発事業の動画配信について

農業等災害対策事業費補助金の内容について

国民健康保険税及び介護保険料に係る減免措置の状況について

総務 常任委員会総務 常任委員会

マイナポイントの申請方法をモニター動画で啓発マイナポイントの申請方法をモニター動画で啓発
白河市税条例等の一部を改正する条例のほか、議案８件が付託されました。

Q

Q

Q

付託された議案は、いずれも原案のとおり可決又は承認されました。

付託された議案は、いずれも原案のとおり可決又は承認されました。

Q

市民産業 常任委員会市民産業 常任委員会

例年以上の例年以上の凍凍
とうそ う が いと う そ う が い

霜害霜害に対し支援を行うに対し支援を行う
白河市固定資産評価審査委員会条例等の一部を改正する条例のほか、議案３件が付託されまし
た。

霜の被害を受けた梨の花
（本沼地内）
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　白河市民の方のみが利用できるサービスを行う「地域密着型サービス事業所」、「居宅サービ
ス事業所」については、市が指導監督を行う、その他の事業所については県が主体となり指導監
督を行う。

Q

●●�議案第55号　白河市指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する
基準を定める条例等の一部を改正する条例

●●�議案第57号　動産の取得について

●●�議案第60号　令和３年度白河市一般会計補正予算（第３号）

　今回購入する備品は、先行し
て 9 月に工事が完了する予定
の北棟の教室で使用するもので、
普通教室６クラス、特別支援教
室４クラス、特別教室で生徒が
使用するすべての机、椅子の個
数を算定したものである。
　なお、現在使用している机、
椅子についても状態の良いもの
は、他の用途で使用できるよう
に検討している。

　支給の際は、現在の生活の状況や困りごと
を聞き取りし、必要な支援に繋げていく。

「白河第二中学校建設事業」
建築工事に伴い、校舎備品と
して購入する机、椅子の数量
の算定について

生活困窮者生活支援事業、新型コロナウ
イルス感染症の影響で困窮する女性の支
援として、生理用品を支給する際の窓口
での対応について

国の基準の改定に伴い、認知症対策・感染症や災害への対応力の強化のための研修の実施・訓練等
の義務付けが事業所にされているが、その指導監督を市が担当する事業所について

Q

Q

付託された議案は、いずれも原案のとおり承認、可決・同意されました。

Q

教育福祉 常任委員会教育福祉 常任委員会

生理用品支給の際に聞き取りし、必要な支援につなげる生理用品支給の際に聞き取りし、必要な支援につなげる
白河市重度心身障害者医療費の給付に関する条例の一部を改正する条例のほか、議案6件が
付託されました。

Ａ
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Point
常任委員会

とは

議会で話し合う内容は幅広く複雑です。すべてを本会議で審議することは効率的ではないため、４つの委員
会で各専門分野の議案などについて審査しています。議員はそれぞれ１つの委員会に所属しています。

●●�議案第56号　　白河市屋外広告物等に関する条例の一部を改正する条例

●●�議案第58号　訴えの提起について

●●�議案第60号　令和３年度白河市一般会計補正予算（第３号）

　所有者に対し除却もしくは修繕の要請をするが、従わない場合には除却もしくは修繕を命令で
きる。

　平成24年から令和３年３月までは通常の家賃。月額は、平成24年は１万
5,600円、平成25年から29年までは１万5,500円、平成30年は２万300円、
平成31年は５万900円、令和２年は６万7,200円。また、明渡し請求後の令
和３年３月16日から明渡し済までの月額金6万7,200円は家賃ではなく、不
法占有による市に対する損害金である。

危険な広告物がある場合の対応についてQ

付託された議案は、いずれも原案のとおり可決又は承認されました。

相手方に求める費用は裁判に要する印紙代、手数料等であり、弁護士費用は対象外である。

未払いの賃料金227万1,400円の家賃月額について

弁護士委託料を訴訟費用として求めることについて

Q

Q

建設水道 常任委員会建設水道 常任委員会

危険な広告物の所有者に対し、除却や修繕命令もできる危険な広告物の所有者に対し、除却や修繕命令もできる
白河市屋外広告物等に関する条例の一部を改正する条例のほか、議案３件が付託されました。

　
市
で
は
、
小
峰
城
が
、
名
城
と
し
て
の
佇
ま
い

を
一
層
整
え
、
よ
り
多
く
の
方
々
に
歴
史
・
文
化

を
堪
能
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
三
重
櫓
・
前
御
門

に
引
き
続
き
、
清
水
門
を
復
元
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
復
元
を
皆
様
と
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
、

１
，
0
０
０
円
ご
と
に
「
一
石
」
と
し
、
白
河
藩

の
最
大
石
高
15
万
石
に
か
け
て
寄
附
を
募
る
と
と

も
に
、
寄
附
を
い
た
だ
い
た
方
に
「
城
主
証
」

を
交
付
し
て
い
ま
す
。
令
和
3
年
７
月
30
日
現
在
、

石
高
は
4
万
石
、
城
主
数
は
１
，
0
２
８
人
で
す
。

　

こ
の
度
、
「
小
峰
城
一
石
城
主
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た

め
、
ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
作
成
し
ま
し
た
。
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
画
像
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
の

で
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
ブ
ロ
グ
な
ど
ご
自
由
に
お
使
い
い

た
だ
き
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
普
及
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
小
峰
城
一
石
城
主

　
　
　
　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

�

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
ご
案
内
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問　
合
併
後
15
年
が
経
過
し
、

今
後
の
大
信
地
域
の
振
興
策
に

つ
い
て
。
住
民
の
悲
願
で
あ
る

「
県
道
矢
吹
天
栄
線
」
の
整
備

促
進
に
つ
い
て
伺
う
。

答　
県
道
矢
吹
天
栄
線
は
大
信

地
域
の
大
動
脈
で
あ
り
地
域
の

通
勤
通
学
、
生
活
道
路
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
る
が
、
町
屋
か

ら
日
和
田
ま
で
が
未
改
良
区
間

で
あ
る
た
め
、
事
業
着
手
に
向

け
た
概
略
設
計
を
本
年
度
行
う

予
定
。
市
と
し
て
も
事
業
が
円

滑
に
進
む
よ
う
協
力
す
る
。

問　
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、

高
齢
者
の
接
種
は
い
つ
頃
ま
で

に
完
了
す
る
の
か
。

答　
４
月
末
に
国
か
ら
高
齢
者

の
接
種
を
７
月
中
に
終
え
る
よ

う
要
請
が
あ
っ
た
の
で
、
本
市

に
お
い
て
も
計
画
を
前
倒
し
し
、

７
月
末
ま
で
に
希
望
す
る
高
齢

者
の
接
種
が
終
了
す
る
見
込
み

で
あ
る
。

問　
令
和
２
年
度
の
決
算
見
込

み
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か
。

答　
歳
入
決
算
見
込
額
は
４
５

４
億
６
１
５
９
万
６
千
円
、
歳

出
決
算
見
込
額
は
４
４
１
億
３

１
０
６
万
円
、
歳
入
歳
出
差
引

額
は
13
億
３
０
５
３
万
６
千
円

と
な
り
、
翌
年
度
へ
繰
り
越
す

べ
き
財
源
（
繰
越
明
許
等
）
１

億
２
４
４
万
９
千
円
を
差
し
引

い
た
実
質
収
支
見
込
額
は
12
億

２
８
０
８
万
７
千
円
で
あ
る
。

大信地域住民の悲願「県道矢吹天栄線」の整備促進について
本年度に町屋～日和田の概略設計。同地域の大動脈であるため円滑に進むよう協力する

北野　唯道 議員

問　
宝
酒
造
跡
地
の
利
活
用
に

つ
い
て
白
河
の
誇
る
今
井
珠
泉

画
伯
や
関
根
正
二
画
伯
の
作
品

を
展
示
す
る
美
術
館
新
設
や
武

道
館
移
設
を
検
討
し
て
欲
し
い
。

答　
松
平
定
信
公
の
「
三
郭
四

園
」
の
埋
蔵
文
化
財
包
蔵
地
な

の
で
具
体
的
土
地
利
用
は
全
く

決
ま
っ
て
い
な
い
が
広
く
市
民

の
声
を
聞
い
て
検
討
し
た
い
。

問　
デ
ジ
タ
ル
社
会
に
向
け
て

高
齢
者
へ
の
対
策
に
つ
い
て

答　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
や

ス
マ
ホ
の
な
い
方
の
た
め
に
市

役
所
１
階
、
り
ぶ
ら
ん
、
表
郷

･

大
信
・
東
の
図
書
館
に
パ
ソ

コ
ン
を
設
置
し
て
お
り
、
誰
で

も
利
用
が
で
き
る
。
中
央
公
民

館
で
ス
マ
ホ
教
室
も
開
催
中
で

あ
る
。

問　
ポ
イ
捨
て
を
な
く
す
取
り

組
み
に
つ
い
て

答　
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

や
町
内
会
の
協
力
で
取
り
組
ん

で
い
る
が
、
抜
本
的
解
決
策
が

見
当
た
ら
な
い
。
今
後
、
市
民

や
関
係
団
体
事
業
者
と
連
携
し

意
識
高
揚
モ
ラ
ル
向
上
に
努
め

る
。

 

問　
現
在
市
内
で
ハ
ク
ビ
シ
ン

と
思
わ
れ
る
小
動
物
に
よ
る
自

家
用
農
作
物
の
被
害
が
顕
著
化

し
て
い
る
が
そ
の
対
策
は
。

答　
農
林
整
備
課
が
担
当
。
現

地
に
出
向
き
被
害
の
確
認
、
有

効
な
対
応
策
を
検
討
し
て
い
る
。

白河の誇る今井珠泉画伯、関根正二画伯の美術館新設を望む
広く市民の声を聞いて検討したい

佐川　京子 議員

一　般　質　問

宝酒造跡地（郭内地内）
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問　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る
女
性

の
生
理
の
貧
困
に
つ
い
て

答　
誰
も
が
気
軽
に
利
用
で
き

る
よ
う
市
の
公
共
施
設
や
小
中

学
校
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理
用

品
を
配
置
す
る
こ
と
に
加
え
、

コ
ロ
ナ
禍
で
家
計
の
収
入
が
減

り
、
必
要
な
生
理
用
品
を
買
え

な
い
女
性
の
方
な
ど
へ
無
償
で

配
布
す
る
た
め
の
予
算
を
計
上

し
た
。
無
償
配
布
は
、
本
庁
舎

及
び
各
庁
舎
の
窓
口
で
実
施
し
、

配
布
の
際
、
そ
の
他
の
困
り
ご

と
な
ど
の
相
談
に
も
応
じ
、
女

性
や
子
供
の
貧
困
、
児
童
虐
待

な
ど
の
実
態
の
把
握
に
努
め
、

必
要
な
人
に
支
援
が
届
け
ら
れ

る
よ
う
市
民
に
寄
り
添
っ
た
対

応
に
つ
な
げ
て
い
く
。

市内の小中学校の女子トイレに生理用品を配備してはどうか
６月補正予算で配備する

室井　伸一 議員

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て
、
当
初

「
希
望
せ
ず
」
の
市
民
が
、
急

遽
「
希
望
し
た
い
」
と
な
っ
た

と
き
の
対
応
は
、
ど
う
す
れ
ば

良
い
の
か
。

答　
現
在
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で

は
11
月
下
旬
ま
で
に
接
種
完
了

を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、

そ
れ
ま
で
に
健
康
増
進
課
へ
連

絡
い
た
だ
け
れ
ば
対
応
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

問　
市
民
の
暮
ら
し
に
「
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
」
が
必
要
な

時
代
と
な
っ
て
き
た
。
市
民
の

取
得
状
況
は
。

答　
現
在
１
万
３
，
３
６
６
枚
、

22
・
６
％
で
あ
る
。
取
得
向
上

に
向
け
、
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

問　
国
土
調
査
法
が
施
行
さ
れ

て
今
年
で
70
年
が
経
過
し
た
と

聞
い
て
い
る
。
白
河
市
の
地
籍

調
査
（
国
土
調
査
）
の
進
捗
状

況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

答　
平
成
23
年
度
ま
で
に
市
全

体
の
98
・
07
％
、
２
４
８
．
４

０
㎢
の
調
査
が
完
了
し
、
残
り

は
白
河
地
域
の
４
．
89
㎢
と
な

っ
た
。
そ
の
後
平
成
24
年
に
事

業
を
再
開
し
、
立
石
山
・
天
神

町
及
び
巡
り
矢
の
３
地
区
０
・

19
％
、
面
積
で
０
・
49
㎢
の
調

査
が
完
了
し
た
。
今
後
は
石
切

場
・
九
番
町
及
び
白
井
掛
下
地

区
の
調
査
に
入
る
予
定
で
あ
る
。

法施行70年、白河市の国土調査はどうなっているのか？
わずかではあるが、確実に進行している。

大竹　功一 議員

問　
福
祉
相
談
窓
口
に
つ
い
て

答　
市
民
の
相
談
窓
口
は
、
人

口
減
少
、
少
子
高
齢
化
、
人
と

人
と
の
結
び
つ
き
の
希
薄
化
な

ど
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、

複
数
の
課
題
が
あ
る
場
合
が
あ

り
、
ど
こ
に
何
を
相
談
し
た
ら

よ
い
か
わ
か
ら
ず
、
必
要
な
支

援
に
つ
な
が
っ
て
い
な
い
方
も

い
る
と
思
わ
れ
る
。
コ
ロ
ナ
禍

に
お
い
て
は
、
自
分
か
ら
困
難

を
訴
え
る
こ
と
が
で
き
な
い
社

会
的
弱
者
が
増
え
て
い
く
こ
と

が
想
定
さ
れ
る
た
め
、
様
々
な

相
談
を
一
元
的
に
受
け
止
め
る

福
祉
相
談
窓
口
を
設
置
す
る
。

一　般　質　問
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問　
農
業
は
そ
の
国
の
気
候
、

風
土
、
地
形
、
歴
史
、
文
化
、

伝
統
が
地
域
問
題
と
混
然
一
体

と
な
っ
て
い
る
産
業
で
あ
る
。

本
市
農
業
の
維
持
・
発
展
を
ど

の
よ
う
に
進
め
る
の
か
伺
う
。

答　
自
然
の
中
で
生
産
す
る
こ

と
の
喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
農
業

の
魅
力
や
経
営
次
第
で
他
産
業

以
上
の
収
入
が
得
ら
れ
る
こ
と

を
発
信
し
、
農
業
を
選
択
す
る

よ
う
な
環
境
を
整
備
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
。
具
体
的
に
は
、

各
種
研
修
に
よ
り
、
若
手
農
業

者
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る

「
し
ら
か
わ
農
業
未
来
塾
」
や

「
農
畜
産
物
六
次
化
・
ブ
ラ
ン

ド
化
推
進
事
業
」
や
農
作
業
の

効
率
化
・
省
力
化
が
期
待
で
き

る
「
農
業
の
未
来
を
つ
く
る
ス

マ
ー
ト
農
業
推
進
事
業
」
な
ど
、

き
め
細
か
い
支
援
で
対
応
し
て

い
く
。

問　
若
者
の
情
熱
や
理
想
が
次

の
時
代
の
人
材
を
つ
く
る
。
高

校
生
の
市
政
へ
の
参
加
に
つ
い

て
伺
う
。

答　
高
校
生
が
地
域
の
課
題
に

つ
い
て
考
え
、
自
分
た
ち
が
何

を
す
べ
き
か
、
地
域
や
行
政
と

ど
の
よ
う
な
協
働
が
で
き
る
の

か
議
論
す
る
こ
と
は
大
切
で
あ

る
。
地
域
課
題
解
決
へ
の
ア
イ

デ
ア
を
考
え
る
、
仮
称
「
高
校

生
会
議
」
を
開
催
予
定
し
て
い

る
。

農業農村を次世代に引き継ぐためには？
維持発展のため、きめ細かな支援を行う

戸倉　宏一 議員

問　
市
民
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
対
す

る
市
長
の
思
い
を
伺
う
。

答　
ま
ず
は
感
染
症
対
策
の
切

り
札
で
あ
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
を

早
期
に
進
め
る
た
め
、
国
、
地

方
、
医
療
機
関
等
が
連
携
し
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

そ
し
て
希
望
す
る
市
民
の
方
の

接
種
を
11
月
上
旬
に
完
了
す
る

よ
う
進
め
て
い
き
た
い
。
ま
た
、

今
回
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
お
け

る
様
々
な
課
題
を
検
証
す
る
こ

と
が
何
よ
り
も
大
事
で
す
の
で
、

今
後
と
も
こ
の
種
の
疫
病
が
発

生
し
た
時
に
は
迅
速
か
つ
的
確

に
対
応
で
き
る
よ
う
、
万
全
な

体
制
を
保
持
し
て
い
き
た
い
。

問　
白
河
市
武
道
館
の
現
在
の

状
況
と
今
後
の
見
通
し
、
公
共

施
設
個
別
施
設
計
画
で
の
位
置

づ
け
と
取
組
内
容
に
つ
い
て

答　
2
月
13
日
に
発
生
し
た
地

震
に
よ
り
受
け
た
被
害
へ
の
対

応
と
し
ま
し
て
は
、
今
年
度
末

の
完
成
を
目
標
に
安
全
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
改
修
工
事
を
進

め
て
い
く
。
ま
た
今
回
実
施
す

る
改
修
工
事
に
関
わ
ら
ず
、
令

和
８
年
度
ま
で
に
改
築
や
大
規

模
改
修
を
検
討
す
る
施
設
に
位

置
づ
け
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

白河市武道館の“今”と“これから”は！？
令和８年度までに、改築や大規模改修を目標に！！

吉見　優一郎 議員

夢
み
な
み
農
業
協
同
組
合
　

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
応
募
作
品

よ
り

一　般　質　問

10
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問　
最
近
の
地
球
温
暖
化
対
策

推
進
法
改
正
に
よ
る
地
域
脱
炭

素
化
促
進
事
業
の
促
進
区
域
や

政
府
の
地
域
脱
炭
素
ロ
ー
ド
マ

ッ
プ
の
脱
炭
素
先
行
地
域
は
本

市
の
環
境
審
議
会
で
今
後
検
討

さ
れ
る
脱
炭
素
都
市
宣
言
と
そ

れ
に
必
要
な
施
策
の
対
象
に
な

り
う
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答　
前
者
は
関
係
団
体
・
部
局

と
協
議
し
審
議
会
で
も
必
要
に

応
じ
審
議
す
る
。
後
者
は
国
の

動
向
、
先
進
事
例
の
参
考
に
よ

り
可
能
性
を
探
る
。

問　
ウ
ッ
ド
シ
ョ
ッ
ク
が
語
ら

れ
て
い
る
が
、
植
林
・
伐
採
の

循
環
的
森
林
経
営
、
木
質
バ
イ

オ
マ
ス
利
活
用
に
よ
る
脱
炭
素

荒井　壽夫 議員

問　
本
市
の
保
育
（
児
童
ク
ラ

ブ
を
含
む
）
ま
た
は
幼
児
教
育

に
お
け
る
職
員
の
虐
待
や
不
適

切
な
保
育
の
防
止
に
つ
い
て

答　
苦
情
を
受
け
た
場
合
は
、

事
実
の
把
握
に
努
め
る
と
と
も

に
、
必
要
に
応
じ
注
意
・
指
導

を
し
て
い
る
。
な
お
、
不
適
切

な
保
育
の
情
報
が
あ
っ
た
場
合

に
は
、
特
別
監
査
を
行
う
。

問　
公
立
、
私
立
幼
稚
園
に
お

け
る
、
本
市
の
窓
口
対
応
に
つ

い
て

答　
今
ま
で
は
私
立
幼
稚
園
の

詳
細
な
説
明
は
直
接
園
に
確
認

す
る
よ
う
案
内
し
て
い
た
が
、

今
後
は
、
情
報
提
供
が
で
き
る

よ
う
窓
口
に
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

配
置
す
る
。

問　
南
湖
公
園
に
お
け
る
松
く

い
虫
の
航
空
防
除
の
た
め
の
薬

剤
空
中
散
布
に
つ
い
て
、
本
市

は
環
境
汚
染
や
健
康
被
害
の
危

険
性
が
懸
念
さ
れ
る
薬
剤
を
毎

年
松
林
に
散
布
し
て
い
る
。
観

光
の
集
客
や
、
環
境
保
全
、
健

康
被
害
防
止
の
三
つ
の
観
点
か

ら
み
て
も
、
今
後
、
環
境
や
健

康
に
配
慮
し
た
植
物
活
性
剤
等

へ
変
更
す
る
等
、
実
施
方
法
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る

が
、
市
の
考
え
は
？

答　
土
壌
改
良
等
も
含
め
、
よ

り
安
全
で
効
果
的
な
方
法
に
つ

い
て
、
他
の
事
例
等
を
参
考
に

し
、
研
究
し
て
い
く
。

大木　絵理 議員

と
地
域
課
題
同
時
解
決
の
先
進

事
例
を
踏
ま
え
本
市
の
今
後
の

林
業
振
興
の
方
向
性
を
問
う
。

答　
先
進
事
例
の
視
察
・
調
査

研
究
に
よ
り
林
業
振
興
の
可
能

性
を
探
る
。

問　
政
府
に
よ
る
み
ど
り
の
食

料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
公
表
の
も

と
学
校
給
食
へ
の
提
供
実
施
の

先
進
事
例
を
踏
ま
え
て
の
本
市

の
環
境
保
全
型
農
業
推
進
の
今

後
の
方
向
性
を
問
う
。

答　
各
地
の
環
境
保
全
米
の
学

校
給
食
へ
の
提
供
は
大
変
参
考

に
な
る
。
環
境
保
全
型
農
業
の

推
進
に
向
け
て
調
査
研
究
す
る
。

一　般　質　問

脱炭素化の地域再エネ・林業振興・環境保全型農業推進を
いずれも先進事例を参考に推進に向けて可能性を探る

11

南湖公園内に設置されている看板

幼稚園入園を希望する方に対し、窓口相談のワンストップ化を！
今後、私立幼稚園の情報も提供できるよう窓口にパンフレットを配置する

SDGｓウェディングケーキモデル（17 の
目標をウェディングケーキのように図式化
したもの）

SDGｓ（持続可能な開発目標）17の目標
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問　
中
学
生
へ
の
接
種
に
つ
い

て
は
、
保
護
者
や
関
係
者
か
ら

「
打
た
な
い
で
」
と
い
う
不
安

や
心
配
の
声
が
多
く
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
は
未
知
の
こ
と
が
た
く
さ

ん
あ
り
接
種
の
メ
リ
ッ
ト
と
デ

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。
迷
っ
て
い

る
子
ど
も
や
保
護
者
に
「
こ
う

い
う
理
由
で
接
種
す
べ
き
だ
」

と
言
う
の
で
は
な
く
、
結
果
的

に
接
種
す
る
に
せ
よ
、
判
断
と

な
る
情
報
を
、
丁
寧
に
説
明
す

る
こ
と
が
大
切
で
あ
る
。
ま
た
、

接
種
が
進
め
ば
感
染
か
ら
守
れ

る
「
集
団
免
疫
」
が
形
成
さ
れ

る
こ
と
か
ら
慎
重
で
あ
る
べ
き

も
の
と
考
え
る
。

答　
子
ど
も
と
保
護
者
へ
正
確

な
情
報
を
提
供
す
る
こ
と
は
大

切
で
あ
る
こ
と
か
ら
教
育
委
員

会
と
も
打
ち
合
わ
せ
を
し
つ
つ

検
討
し
て
い
く
。

問　
接
種
会
場
で
の
事
務
従
事

者
や
学
校
、
幼
稚
園
、
保
育
園
、

児
童
ク
ラ
ブ
、
高
齢
者
施
設
職

員
へ
の
優
先
接
種
は
必
要
か
と

思
わ
れ
る
。
ま
た
一
般
接
種
は

ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
。

答　
子
ど
も
や
高
齢
者
と
接
す

る
職
種
で
あ
り
、
ク
ラ
ス
タ
ー

対
策
か
ら
優
先
接
種
を
行
い
、

一
般
接
種
に
つ
い
て
は
年
齢
の

高
い
順
か
ら
行
う
。

中学生（12歳から１５歳）へのワクチン接種は慎重に
一般接種（６４歳以下）は年齢の高い順から

柴原　隆夫 議員

問　
放
射
性
物
質
を
含
ん
だ
処

理
水
の
、
海
洋
放
出
ま
で
の
２

年
間
で
政
府
・
東
電
に
何
を
求

め
る
の
か
市
長
に
伺
う
。

答　
県
民
は
原
発
事
故
以
降
、

風
評
被
害
や
言
わ
れ
な
き
差
別

に
苦
し
み
な
が
ら
も
、
風
評
払

拭
に
努
力
を
積
み
重
ね
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
中
で
処
理
水
海
洋

放
出
を
行
え
ば
、
復
興
に
全
力

を
挙
げ
て
き
た
県
民
の
努
力
を

無
に
帰
す
る
の
で
は
と
の
懸
念

を
伝
え
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
今

後
も
、
事
故
の
当
事
者
で
あ
る

東
電
と
国
は
責
任
を
持
っ
て
国

民
・
県
民
と
の
信
頼
関
係
を
構

築
し
、
風
評
で
苦
し
む
事
業
者

の
支
援
や
風
評
対
策
に
全
力
で

取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
を
強
く

求
め
て
い
く
。

問　
歴
史
的
風
致
の
維
持
・
向

上
で
①
伝
統
技
術
の
担
い
手
不

足
の
解
消
②
旧
奥
州
街
道
沿
の

歴
史
的
建
造
物
へ
の
回
遊
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

答　
①
市
が
発
注
す
る
太
鼓
櫓

の
改
修
工
事
や
、
伝
統
工
事
と

工
法
を
学
ぶ
機
会
を
設
け
継
承

に
努
め
る
。
②
小
峰
城
・
白
河

駅
隣
に
整
備
予
定
の
物
産
交
流

セ
ン
タ
ー
や
脇
本
陣
蔵
座
敷
な

ど
、
ま
ち
な
か
の
見
ど
こ
ろ
を

散
策
で
き
る
仕
組
み
つ
く
り
が

重
要
と
考
え
て
い
る
。

処理水海洋放出まで２年間、政府・東電に何を求めるのか？
支援と風評対策に全力で取り組むことを強く求める

石名　国光 議員

一　般　質　問

12

接
種
会
場
の
ひ
と
つ
で
あ
る

国
体
記
念
体
育
館

「過ぎ去りし日の風景　白河　昭和30年代」
鈴木茂写真集より「七夕飾り（本町通り）」
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問　
人
口
減
少
対
策
の
鍵
と
な

る
若
者
へ
の
支
援
に
つ
い
て
市

長
の
考
え
を
伺
う
。

答　
若
者
や
女
性
を
確
実
な
定

住
に
繋
げ
る
た
め
に
安
心
し
て

産
み
、
育
て
ら
れ
る
よ
う
、
教

育
環
境
の
充
実
を
は
じ
め
、
官

民
が
連
携
し
た
オ
ー
ル
白
河
で

「
住
み
続
け
た
い
」
と
思
え
る

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

問　
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
を

整
備
す
る
概
要
と
目
的
に
つ
い

て答　
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
地
方

へ
の
移
住
に
関
心
が
高
ま
る
と

と
も
に
、
自
宅
以
外
で
の
仕
事

場
所
の
需
要
に
対
し
て
の
受
け

皿
と
し
、
情
報
発
信
の
拠
点
と

し
て
い
き
た
い
。

若者の本市への定住、移住に対する市長の思いは？
若者や女性が住み続けたいまちを目指す

高畠　裕 議員

複
合
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

問　
今
年
３
月
複
合
施
設
整
備

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
。
計

画
で
は
施
設
コ
ン
セ
プ
ト
・
整

備
方
針
が
示
さ
れ
、
導
入
す
る

施
設
の
機
能
及
び
床
面
積
（
５

０
０
０
㎡
）
、
事
業
費(

約
35

～
45
億
円
）
も
示
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
、
検
討
懇
談
会

（
有
識
者
及
び
市
民
で
構
成
）

や
ア
ン
ケ
ー
ト
・
イ
ン
タ
ビ
ュ

ー
な
ど
で
市
民
の
意
見
を
聴
い

て
い
る
が
、
多
額
の
費
用
が
か

か
る
施
設
整
備
の
是
非
に
つ
い

て
議
論
さ
れ
て
い
な
い
。
き
ち

ん
と
議
論
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答　
５
月
基
本
設
計
を
発
注
し

て
い
る
。
基
本
設
計
検
討
委
員

会
の
設
置
、
関
係
団
体
ヒ
ヤ
リ

ン
グ
等
を
実
施
し
、
幅
広
く
意

見
を
伺
い
、
検
討
を
す
す
め
る
。

市
民
生
活
支
援
に
つ
い
て

問　
「
交
通
弱
者
」
支
援
と
し

て
、
運
転
免
許
を
持
た
な
い
高

齢
者
（
75
歳
以
上
）
や
障
が
い

者
の
移
動
手
段
を
支
援
し
、
市

内
バ
ス
・
タ
ク
シ
ー
の
利
用
促

進
の
た
め
、
運
賃
の
一
部
に
利

用
で
き
る
助
成
券
を
交
付
す
る

事
業
が
一
昨
年
か
ら
始
ま
っ
て

い
る
。
「
交
通
弱
者
」
と
い
え

ば
、
生
活
保
護
受
給
者
も
同
じ

で
あ
る
。
対
象
を
広
げ
て
は
ど

う
か
。

答　
事
業
の
目
的
や
効
果
を
踏

ま
え
、
対
象
拡
大
の
必
要
性
等

に
つ
い
て
関
係
部
局
と
協
議
す

る
。

５月発注の基本設計を検討するなかで幅広く意見を伺う

深谷　弘 議員

問　
市
の
職
員
数
と
増
え
る
業

務
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
捉
え

て
い
る
の
か
。

答　
業
務
量
の
把
握
に
努
め
、

研
修
を
行
う
と
と
も
に
、
適
材

適
所
の
人
員
配
置
で
効
果
的
で

効
率
的
な
行
政
運
営
に
取
り
組

み
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

努
め
る
。

問
　
小
峰
城
周
辺
の
整
備
に
伴

い
、
お
堀
の
水
質
調
査
、
水
辺

環
境
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

答　
小
峰
城
の
魅
力
が
高
ま
る

よ
う
水
質
調
査
の
実
施
に
向
け

検
討
し
、
水
辺
空
間
が
一
体
と

な
っ
た
風
格
の
あ
る
城
郭
と
す

る
た
め
、
お
堀
の
環
境
改
善
に

努
め
て
い
く
。

多額の費用がかかる複合施設整備�是非についてもっと議論を！

一　般　質　問

13

水草の一種であるヒシモ（菱藻）が
生い茂るお堀。
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６月定例会で審査された請願・意見書について、その内容と結果についてお知らせします。

案件番号 案　件　名　・　概　要 議決結果

請願２号
日本労働組合総
連合会福島県連
合会白河地区連
合会議長

地方財政の充実・強化を求める意見書提出の請願書

採択（全会一致）
関係機関に意見書
を提出しました

2022年度の政府予算と地方財政の検討にあたり、社会保障、防災、環
境、地域交通、人口減少、デジタル化対策など、増大する地方自治体の
財政需要を的確に把握し、これに見合う地方一般財源総額の確保を図る
ことのほか、10項目にわたる公共サービスの提供などを求め、関係機
関に対して意見書を提出すること。

請願３号
福島県教職員組
合中央執行委員
長

「国の『被災児童生徒就学支援等事業』の継続と、被災児童生徒の十分
な就学支援を求める意見書」の提出を求める請願

採択（全会一致）
関係機関に意見書
を提出しました

東日本大震災によって経済的に困窮している家庭の子どもたちの就
学・修学を保障するため、令和４年度以降も、全額国庫で支援する
「被災児童生徒就学支援等事業」の継続と、十分な就学支援に必要な
予算確保を行うこと。

請願４号
全日本年金者組
合白河年金者会
会長

「加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的補助制度創設」を求める意見
書の採択の請願

採択（全会一致）
関係機関に意見書
を提出しました

「加齢による難聴者の補聴器購入に対する公的補助創設を求める意見
書」を国に提出すること。

請  願 ・ 意  見  書請  願 ・ 意  見  書

◇請願議案

20
年
の
特
別
表
彰
　
　
山
口
議
員
、
筒
井
議
員
、
大
竹
議
員

10
年
以
上
の
表
彰
　
　
北
野
議
員
、
柴
原
議
員

　

去
る
５
月
26
日
、
全
国
市

議
会
議
長
会
第
97
回
定
期
総

会
に
お
い
て
、
山
口
耕
治
議

員
、
筒
井
孝
充
議
員
、
大
竹

功
一
議
員
の
３
名
が
「
市
議

会
議
員
と
し
て
20
年
の
永
き

に
わ
た
っ
て
市
政
の
発
展
に

尽
く
さ
れ
、
そ
の
功
績
は
特

に
著
し
い
も
の
が
あ
る
」
と

し
て
特
別
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
北
野
唯
道
議
員
、

柴
原
隆
夫
議
員
が
市
議
会
議

員
と
し
て
10
年
以
上
の
功
績

を
認
め
ら
れ
、
全
国
市
議
会

議
長
会
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

菅原修一（前議長）　　　水野谷正則（前副議長）

柴原隆夫　　　筒井孝充　　　山口耕治　　　大竹功一　　　北野唯道

全
国
市
議
会
議
長
会
総
会
で
受
賞



政務活動費は、議員の調査研究その他の活動に資するため、必要な経費として交付されるものです。
本市議会では一人あたり月額2万円、年額24万円を上限として交付し、残額が生じたときは返納す
ることになっています。

（単位：円）

政務活動費政務活動費をを公表公表しますします令和2年度

No 氏　名 交付額 支出額
支　　　　　出　　　　　内　　　　　訳

未支出額
調査研究費 研修費 広報費 広聴費 会議費 資料作成費 資料購入費

1 大 木 絵 理 240,000 244,994� 535� 6,360� 227,099� 11,000� 0� 0� 0� 0
2 吉見 優一郎 240,000 280,853� 22,000� 67,861� 0� 0� 0� 190,992� 0� 0
3 鈴 木 裕 哉 240,000 241,448� 15,069� 111,841� 3,810� 0� 0� 73,108� 37,620� 0
4 高 畠　　 裕 240,000 242,661� 0� 67,861� 0� 0� 0� 174,800� 0� 0
5 戸 倉 宏 一 240,000 178,058� 0� 5,840� 0� 0� 0� 161,328� 10,890� 61,942
6 荒 井 寿 夫 240,000 389,676� 33,490� 0� 356,186� 0� 0� 0� 0� 0
7 根 本 建 一 240,000 232,598� 0� 0� 179,740� 0� 0� 13,258� 39,600� 7,402
8 室 井 伸 一 240,000 216,625� 0� 100,840� 45,000� 0� 0� 37,785� 33,000� 23,375
9 緑 川 摂 生 240,000 236,172� 0� 0� 161,672� 0� 0� 74,500� 0� 3,828
10 柴 原 隆 夫 240,000 41,970� 0� 0� 0� 0� 0� 41,970� 0� 198,030
11 北 野 唯 道 240,000 374,000� 0� 0� 374,000� 0� 0� 0� 0� 0
12 水野谷 正則 240,000 241,338� 21,495� 100,840� 45,000� 0� 0� 69,933� 4,070� 0
13 佐 川 京 子 240,000 267,510� 0� 0� 55,125� 0� 0� 179,385� 33,000� 0
14 藤 田 文 夫 240,000 231,929� 0� 0� 108,344� 0� 0� 115,005� 8,580� 8,071
15 大 花　　 務 240,000 241,611� 0� 6,360� 0� 0� 0� 235,251� 0� 0
16 縄 田 角 郎 240,000 204,284� 0� 100,840� 45,000� 0� 0� 26,968� 31,476� 35,716
17 石 名 国 光 240,000 94,556� 0� 0� 25,200� 0� 0� 69,356� 0� 145,444
18 高 橋 光 雄 240,000 278,774� 15,840� 100,840� 95,330� 0� 0� 66,764� 0� 0
19 大 竹 功 一 - - - - - - - - - -
20 筒 井 孝 充 240,000 192,831� 23,670� 67,861� 0� 0� 0� 101,300� 0� 47,169
21 山 口 耕 治 240,000 300,409� 20,231� 0� 0� 0� 0� 149,141� 131,037� 0
22 須 藤 博 之 240,000 99,000� 0� 0� 0� 0� 0� 0� 99,000� 141,000
23 深 谷　　 弘 240,000 254,100� 0� 0� 218,460� 0� 0� 35,640� 0� 0
24 菅 原 修 一 240,000 247,766� 0� 17,310� 0� 0� 0� 177,552� 52,904� 0
合　　計 5,520,000 5,333,163 152,330 754,654 1,939,966 11,000 0 1,994,036 481,177 671,977

構成割合 2.9% 14.2% 36.4% 0.2% 0.0% 37.4% 9.0%

※支出額のうち交付額を超える金額については個人負担です。
＜経費の範囲＞
●調査研究費　市の事務、地方行財政等に関する調査研究及び調査委託に　
　関する経費
●研修費　議員が研修会を開催するために必要な経費、団体等が開催する
　研修会の参加に要する経費
●広報費　市政及び議員の活動について市民に報告するために要する経費
●広聴費　市民からの市政及び議員活動に対する要望及び意見の聴取、住
　民相談等の活動に要する経費
●会議費　議員が各種会議を開催するために必要な経費、団体等が開催する
　意見交換会等各種会議の参加に要する経費
●資料作成費　議員の活動に必要な資料の作成に要する経費
●資料購入費　議員の活動に必要な図書、資料等の購入に要する経費

研修費
754,654円
14.2%

広報費
1,939,966円
36.4%

資料作成費
1,994,036円
37.4%

資料購入費
481,177円
9.0%

広聴費11,000円  
0.2%

調査研究費
152,330円
　　　2.9%

先進地
視察
経費など

参加者
負担など

住民相
談会など

図書購
入費など

事務機
器費など
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9 月定例会の予定月定例会の予定
本会議はインターネッ
ト中継及び録画配信を
行っています。

こちらの
ＱＲコー
ドを読み
込んでく
ださい。

〇教育委員会教育長の任命に同意
　芳

は が
賀 祐

ゆ う じ
司 氏（会津町）【任期　令和３年８月１日～令和６年７月31日】

　教育行政の基本方針や重要施策などについて審議し、決定するための合議制の執行機関である教育委員会 
　は、教育長１名、委員４名が任命されています。

人事案件
　人事について議会に同意を得るために提出する議案。6月定例会で同意された方を紹介します。

● 時間：午前10時から　● 場所：本庁舎４階　議場
９月9日（木） 本会議【開会、会期決定、提案理由説明】
15日（水） 本会議【一般質問・質疑１日目、委員会付託（請願・陳情）】
16日（木） 本会議【一般質問・質疑２日目】
17日（金） 本会議【一般質問・質疑３日目、委員会付託（議案）】
21日（火） 委員会【各常任委員会・付託案件の個別審査】
22日（水） 決算審査特別委員会【開会・審査】
24日（金） 決算審査特別委員会【個別審査】
28日（火） 決算審査特別委員会【総括質疑、討論、表決】

10月1日（金） 本会議【各常任委員長報告、質疑、討論、表決、閉会】

小学６年生が議会傍聴！
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正式には９月９日の開会日に決定します。
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　関辺小学校６年生19名が、社会科の「私たちの暮らしと政治」を学ぶために議
会傍聴に6月25日に訪れ、一般質問を行う議員と市長の真剣なやり取りを一生懸命メ
モをとりながら傍聴しました。
　後日届いたお手紙には「市には、議員24人全員が賛成した条例があるというこ
とが分かりました。私達はまだ政治に参加することができませんが、選挙ができ
る年れいになったら、市のことを考えてくれる人を選びたいと思います。」「市議会
では小峰城を守ろうと話したり、人口減少についても話したりして、人々の願い
をかなえようとしているんだなと初めて知ることができました。また、人々の事
を思い一生けん命話していてすごいと思いました」といった感想もありました。

　白河市議会では、将来の白河を担う児童
生徒の皆さんの議会見学を心よりお待ちし
ております。


